
資 料 編



36

資料編

（単位：千円、％） 

年 度 

 区 分 

令令和和 66 年年度度  令和 5 年度 予算額比較 

当当初初予予算算額額  構構成成比比  当初予算額 構成比 増減額 増減率 

1 町 税 444499,,997733  99..00  482,375 9.7 △32,402 △6.7 

2 地 方 譲 与 税 111166,,005599  22..33  105,453 2.1   10,606 10.1 

3 利 子 割 交 付 金 225566  00..00  120 0.0    136 113.3 

4 配 当 割 交 付 金 11,,005544  00..00  1,386 0.0   △332 △24.0 

5 株式等譲渡所得割交付金 11,,005533  00..00  723 0.0  330 45.6 

6 法 人 事 業 税 交 付 金 77,,111111  00..11  7,371 0.1    △260 △3.5 

7 地 方 消 費 税 交 付 金 112233,,990044  22..55  128,398 2.6    △4,494 △3.5 

8   環 境 性 能 割 交 付 金 77,,775533  00..22  6,509 0.1 1,244 19.1 

9 地 方 特 例 交 付 金     2288,,006644  00..66    1,729 0.0 26,335 1,523.1 

10 地 方 交 付 税 22,,334466,,000000  4466..99  2,368,000 47.4 △22,000 △0.9 

11 交通安全対策特別交付金 770011  00..00  701 0.0 0 0.0 

12 分 担 金 及 び 負 担 金 2222,,991122  00..55  25,648 0.5 △2,736 △10.7 

13 使 用 料 及 び 手 数 料 3311,,335533  00..66  30,939 0.6 414 1.3 

14 国 庫 支 出 金 441177,,667711  88..44  380,431 7.6 37,240 9.8 

15 県 支 出 金 228899,,669922  55..88  303,454 6.1 △13,762 △4.5 

16 財 産 収 入 44,,334422  00..11  5,286 0.1 △944 △17.9 

17 寄 附 金 8800,,000011  11..66  100,001 2.0 △20,000 △20.0 

18 繰 入 金 552255,,660000  1100..55  485,681 9.7 39,919 8.2 

19 繰 越 金 1100,,000000  00..22  10,000 0.2 0 0.0 

20 諸 収 入   111199,,220011  22..44   80,095 1.6 39,106 48.8 

21 町 債 441177,,330000  88..33  471,700 9.4 △54,400 △11.5 

合     計 55,,000000,,000000  110000..00  4,996,000 100.0 4,000 0.1 

 

令和 6 年度歳入当初予算額は、前年度に比べ、構成比の順序に大きな変化は見られませんが、

町税、地方特例交付金、国庫支出金、寄附金、繰入金、町債の増減が大きくなっています。 

また、町の税金などの自主財源比率は、23.3％となっています。町税については、前年度と比

較して主に個人町民税が減額となっていますが、これは物価高騰対策として行われる定額減税に

よるものです。減収分は地方特例交付金によって補われます。 

国庫支出金の増額については、主に橋りょうの長寿命化対策事業に係る補助金の増額によるも

のです。 

寄附金の減額については、ふるさと納税の近年の実績を考慮した上で前年度から減額を見込ん

でいます。 

繰入金の増額については、主に財政調整基金繰入金、ふるさと納税基金繰入金の増額によるも

のです。 

町債については、除雪車輌整備事業に伴う新規の借入や消防団ポンプ車整備事業の増額がある

一方、せせらぎの郷改修事業の完了などに伴い、全体としては減額となっています。 

 

●令和６年度一般会計【歳入】予算の概要
歳入当初予算額　50億円

Ｑ１　令和６年度当初予算の概要はどのようになっていますか？
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自主財源

11億6,463万円

23.3%

依存財源

38億3,537万円

76.7%

町の税金

4億4,997万円

9.0%

基金などから

の繰入金

5億2,560万円

10.5%

財産収入など

1億3,480万円

2.7%

使用料及び

手数料

3,135万円

0.6%

分担金及び

負担金

2,291万円

0.5%

地方交付税

23億4,600円

46.9%

国・県支出金

7億736万円

14.1%

町債（借入金）

4億1,730万円

8.3%

各種交付金

1億6,990万円

3.4%

地方譲与税

1億1,606万円

2.3%

諸収入の一部

7,875万円

1.6%

グラフ－２

令和６年度 一般会計歳入予算構成比

※各項目ごとに四捨五入

していますので、合計が

100％にならない場合が

あります。

自主財源

11億8,125万円

23.6%

依存財源

38億1,476万円

76.4%

町の税金

4億8,238万円

9.7%

基金などからの

繰入金

4億8,568万円

9.7%

財産収入など

1億5,660万円

3.1%

使用料及び手

数料

3,094万円

0.6%

分担金及び負

担金

2,565万円

0.5%

地方交付税

23億6,800万円

47.4%

国・県支出金

6億8,389万円

13.7%

町債（借入金）

4億7,170万円

9.4%

各種交付金

1億4,694万円

2.9%

地方譲与税

1億545万円

2.1%

諸収入の一部

3,878万円

0.8%

グラフ－３

令和５年度 一般会計歳入予算構成比

※各項目ごとに四捨五入

していますので、合計が

100％にならない場合が

あります。

 

 

町の税金の令和６年度当初予算額は、4 億 4,997 万円で、前年度と比べて 3,240 万円、6.7％

の減額となっています。 

税目別にみると、個人町民税が 3,348 万円、21.4％、固定資産税が 101 万円、0.4%、軽

自動車税が 55 万円、1.9％それぞれ減額となっています。町たばこ税は前年度と同額となって

います。 

 

固定資産税

2億4,485万円

54.4%

個人町民税

1億2,274万円

27.3%

町たばこ税

3,480万円

7.7%

軽自動車税

2,794万円

6.2%

法人町民税

1,964万円

4.4%

グラフ－４

令和６年度 町の税金の内訳
※各項目ごとに四捨五入しています

ので、合計が100％にならない場合が
あります。

 

 

 

固定資産税

2億4,586万円

51.0%

個人町民税

1億5,622万円

32.4%

町たばこ税

3,480万円

7.2%

軽自動車税

2,849万円

5.9%

法人町民税

1,700万円

3.5%

グラフ－５

令和５年度 町の税金の内訳
※各項目ごとに四捨五入しています

ので、合計が100％にならない場合が
あります。
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【目的別】                            （単位：千円、％） 

年 度 

 区 分 

令令和和 66 年年度度  令和 5 年度 予算額比較 

当当初初予予算算額額  構構成成比比  当初予算額 構成比 増減額 増減率 

1 議 会 費 8833,,882255  11..77  81,289 1.6   2,536 3.1 

2 総 務 費 991166,,668800  1188..33  914,397 18.3 2,283 0.2 

3 民 生 費 11,,006655,,771166  2211..33  1,120,358 22.4 △54,642 △4.9 

4 衛 生 費 553388,,550077  1100..88  519,793 10.4 18,714 3.6 

5 労 働 費   884499  00..00   443 0.0  406 91.6 

6 農 林 水 産 業 費 440088,,772277  88..22  423,688 8.5 △14,961 △3.5 

7 商 工 費 222244,,995566  44..55  233,246 4.7 △8,290 △3.6 

8 土 木 費 448877,,665555  99..88  421,334 8.4 66,321 15.7 

9 消 防 費 226655,,228833  55..33  234,015 4.7  31,268 13.4 

10 教 育 費 445588,,555588  99..22  495,333 9.9 △36,775 △7.4 

11 災 害 復 旧 費 775588  00..00  796 0.0 △38 △4.8 

12 公 債 費 552299,,007799  1100..66  533,821 10.7 △4,742 △0.9 

13 諸 支 出 金       99,,440077  00..22     7,487 0.1 1,920 25.6 

14 予 備 費 1100,,000000  00..22  10,000 0.2 0 0.0 

合     計 55,,000000,,000000  110000..00  4,996,000 100.0 4,000 0.1 

 

歳出予算を、行政目的によって分類したものが上の表です。目的別予算では、町の大まかな予

算の比重を知ることができます。令和 6 年度当初予算額では、民生費が最も多く、総務費、衛生

費、公債費（借入金の返済）と続きます。 

民生費においてはせせらぎの郷改修工事の完了、教育費においては社会教育センターの除却事

業の完了により減額となっています。 

衛生費においては、診療所老健施設改修工事に伴う特別会計への繰出金が増額となっていま

す。土木費の増額は、橋りょう維持費、除雪費などの増加によるものです。消防費においては、

消防団ポンプ自動車の更新経費などが増額となっています。 

民生費

10億6,572万円

21.3%

総務費

9億1,668万円

18.3%

衛生費

5億3,851万円

10.8%

公債費

5億2,908万円

10.6%

土木費

4億8,766万円

9.8%

教育費

4億5,856万円

9.2%

農林水産業費

4億873万円

8.2%

消防費

2億6,528万円

5.3%

商工費

2億2,496万円

4.5%

議会費

8,383万円

1.7%

労働費・災害復旧費・

諸支出金・予備費

2,101万円

0.4%

グラフ－６

令和６年度 一般会計歳出構成比（目的別）

※各項目ごとに四捨五入

していますので、合計が

100％にならない場合が

あります。

民生費

11億2,036万円

22.4%

総務費

9億1,440万円

18.3%

衛生費

5億1,979万円

10.4%

公債費

5億3,382万円

10.7%

土木費

4億2,133万円

8.4%

教育費

4億9,533万円

9.9%

農林水産業費

4億2,369万円

8.5%

消防費

2億3,402万円

4.7%

商工費

2億3,325万円

4.7%

議会費

8,129万円

1.6%

労働費・災害復旧費・

諸支出金・予備費

1,873万円

0.4%

グラフ－７

令和５年度 一般会計歳出構成比（目的別）

※各項目ごとに四捨五入

していますので、合計が

100％にならない場合が

あります。

 

●令和６年度一般会計【歳出】予算の概要
歳出当初予算額　50億円
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【性質別】                            （単位：千円、％） 

年 度 

 区 分 

令令和和 66 年年度度  令和５年度 予算額比較 

当当初初予予算算額額  構構成成比比  当初予算額 構成比 増減額 増減率 

1 人 件 費 886677,,002266  1177..33  856,601 17.1 10,425 1.2 

2 物 件 費 999911,,008833  1199..88  940,288 18.8 50,795  5.4 

3 維 持 補 修 費 9999,,119988  22..00  92,009 1.8 7,189 7.8 

4 扶 助 費 552299,,997744  1100..66  521,603 10.4  8,371 1.6 

5 補 助 費 等 669966,,226611  1133..99  728,725 14.6 △32,464 △4.5 

6 普 通 建 設 事 業 費 557722,,991166  1111..55  559,016 11.2 13,900 2.5 

 補 助 事 業 119988,,887799  44..00  168,252 3.4 30,627 18.2 

 単 独 事 業 332222,,003355  66..44  337,725 6.8 △15,690 △4.6 

 県 営 事 業 負 担 金 4466,,445522  00..99  47,114 0.9  △662  △1.4 

 受 託 事 業 55,,555500  00..11  5,925 0.1 △375 △6.3 

7 災 害 復 旧 事 業 費 226600  00..00  300 0.0 △40 △13.3 

8 公 債 費 552299,,007799  1100..66  533,821 10.7 △4,742  △0.9 

９ 積 立 金         3344,,115511  00..77     27,193 0.5    6,958  25.6 

10 投 資 及 び 出 資 金     00  00..00    6,343 0.1  △6,343 △100.0 

11 貸 付 金 2255,,881100  00..55  25,810 0.5  0  0.0 

12 繰 出 金 664444,,224422  1122..99  694,291 13.9  △50,049 △7.2 

13 予 備 費 1100,,000000  00..22  10,000 0.4 0 0.0 

合     計 55,,000000,,000000  110000..00  4,996,000 100.0 4,000 0.1 

 

歳出予算を、その経済的性質を基準として分類したものが上の表です。性質別に分類すること

は、町の財政の体質を分析する上で意義があります。 

令和 6 年度当初予算額では、物件費が最も多く、人件費、補助費等、繰出金と続きます。前年

度に比べ人件費、物件費、維持補修費などが増額となっています。 

 

義務的経費

19億2,608万円

38.5%

投資的経費

5億7,318万円

11.5%

その他

25億74万円

50.0%

人件費

8億6,703万円

17.3%

扶助費

5億2,997万円

10.6%

公債費

5億2,908万円

10.6%

普通建設

事業費

5億7,292万円

11.5%

災害復旧

事業費

30万円

0.0%

物件費

9億9,108万円

19.8%

補助費等

6億9,626万円

13.9%

投資及び

出資金

0万円

0.0% 繰出金

6億4,424万円

12.9%

その他

1億6,916万円

3.4%

グラフ－８

令和６年度一般会計歳出予算構成比（性質別）

※各項目ごとに四捨五入

していますので、合計が

100％にならない場合が

あります。

義務的経費

19億1,202万円

39.3%

投資的経費

5億5,932万円

11.2%

その他

25億2,466万円

50.5%

人件費

8億5,660万円

17.1%

扶助費

5億2,160万円

10.4%

公債費

5億3,382万円

10.7%

普通建設

事業費

5億5,902万円

11.2%

災害復旧

事業費

30万円

0.0% 

物件費

9億4,029万円

18.8%

補助費等

7億2,873万円

14.6%

投資及び

出資金

634万円

0.1%
繰出金

6億9,429万円

13.9%

その他

1億5,501万円

3.1%

グラフ－９

令和５年度一般会計歳出予算構成比（性質別）

※各項目ごとに四捨五入

していますので、合計が

100％にならない場合が

あります。  
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○○町町民民１１人人ああたたりりのの借借入入金金残残高高  113399万万円円（（前前年年度度113377万万円円））  

（令和6年２月末の住民基本台帳人口 4,809人  

令和5年２月末の住民基本台帳人口 4,953人） 

 

 借入金（町債）の残高は、新たな借り入れ 

よりも返済が多いため、前年度と比べると 

6,925万円減少する見込みです。 

これは、これまで借りた借入金の返済が終 

了したことや、新たな借入金を抑制している 

ことが要因です。 

自治体では、その年度で使うお金は同じ年 

度に得る収入（町税や地方交付税など）で賄 

わなければなりません。しかし、多額の費用 

を必要とする道路整備や施設整備などの公共 

事業を通常の収入で賄うことはできません。 

そこで、自治体では公共事業を行うときに限 

り認められる借入金を活用しています。 

 

 

 

○○借借入入金金残残高高ののううちち町町がが実実質質的的にに負負担担すするる額額  2288億億55,,668888万万円円  

 

借入金（町債）の中には、公共施設の整備 

が遅れている過疎地域などで整備を進めやす 

いよう、返済額の一部を国が補てんする借入 

金や、本来国が補助金や交付金などの形で自 

治体に交付しなければならないものを国に代 

わって自治体が借り入れし、その返済額を国 

が補てんする借入金があります。 

これらの借入金は、後年度、毎年返済する 

額などに応じて、地方交付税の計算に含めて 

各自治体に交付されています。 

 
※借入金の返済に対して国から補てんされる額を将来 

にわたって正確に算出することはできませんが、おお 

よその目安として計算しています。 

 

 

一般会計

52億4,629万円

78.4%

診療所・老健

事業会計

210万円

0.0%

水道事業会計

14億4,549万円

21.6%

ググララフフ－－1100

令令和和５５年年度度末末借借入入金金残残高高（（見見込込））

※各項目ごとに四捨五入

していますので、合計が

100％にならない場合が

あります。

国から交付

される見込額

38億3,700万円

57.3%

町が実質的

に負担する

見込額

28億5,688万円

42.7%

ググララフフ－－1111

令令和和５５年年度度末末借借入入金金残残高高にに係係るる実実負負担担額額（（見見込込））

※各項目ごとに四捨五入

していますので、合計が

100％にならない場合が

あります。

令和５年度末借入金残高（見込額）（全会計）66億9,388万円
（前年度　67億6,313万円）

Ｑ２　町の借入金（町債）と積立金（基金）はどのくらいあるのですか？
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Ｑ2 町の借入金（町債）と積立金（基金）はどのくらいあるのですか？ 

 

 

 
 

※積立金(基金)には、財政調整基金などの「積立基金」と、奨学資金や肥育素牛購入などの貸し付けを目的とす

る「定額運用基金」の２種類があります。ここでは、他団体と比較するため「定額運用基金」は除いて集計して

います。 

○○令令和和４４年年度度末末積積立立金金のの残残高高              1199億億44,,991177万万円円  

（（全全体体  2222億億993366万万円円））  

財政調整基金

13億7,563万円

町債管理基金

15,340万円

ふるさと活性化対策基金 116万円

にんにく活性化

促進事業基金

1,620万円

公共施設整備基金

2億6,065万円

森林環境譲与税基金

4,940万円

町有林経営管理基金 3,733万円
ふるさと納税基金

5,540万円

ほか定額運用基金

2億6,019万円
グラフ-12

令和４年度末基金残高

 

○○令令和和５５年年度度末末積積立立金金のの残残高高((見見込込額額))      1155億億33,,112222万万円円  

（（全全体体  1177億億99,,665566万万円円）） 

財政調整基金

11億3,747万円

町債管理基金

1億3,507万円

ふるさと活性化対策基金 116万円

にんにく活性化

促進事業基金

1,620万円

公共施設整備基金

9,875万円 森林環境譲与税基金

5,267万円

町有林経営管理基金 3,970万円 ふるさと納税基金 5,020万円

ほか定額運用基金

2億6,534万円

グラフ-13

令和５年度末基金残高（見込）

 

 

◆◆三三戸戸郡郡内内町町村村及及びび青青森森県県内内のの類類似似団団体体のの借借入入金金とと積積立立金金((一一般般会会計計令令和和４４年年度度決決算算時時））  
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グラフ－14

借入金及び積立金の近隣町村等比較

借入金

積立金

「令和４年度 市町村財政概要」より

県内の類似団体

 

※「類似団体」とは、人口規模及び産業構造によってグループ化した自治体をいいます。田子町は、人口「5,000

人未満」、産業構造「Ⅱ次、Ⅲ次産業の割合が80%未満」の「Ⅰ-0」というグループに属しています。青森

県内に8自治体あります。 

  一般会計の積立金（基金）の残高
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町の財政の健全性を判断する指標（指数、比率などの物差し）にはいろいろあります。分かり

にくい指標ばかりですが、私たちの町の財政状況をしっかり把握し判断するために重要な指標で

す。住民自らが町の財政の健全性を判断できるように、指標の分かりやすい開示が求められてい

ます。 

自治体の財政破たんを未然に防ぐために、国では平成19年に財政健全化法を定めました。 

この法律は、新たな財政指標により、早期健全化と財政再生の2段階で自治体の財政悪化をチ

ェックするとともに、特別会計や公営企業会計も併せた連結決算により、自治体の財政状況を明

らかにしようとするものです。 

この財政指標では、早期健全化基準（イエローカード）と財政再生基準（レッドカード）が定

められ、さらに上水道などの公営企業会計についても、個別に経営健全化基準（イエローカード）

が定められています。 

財政健全化法に基づき、全国の自治体ではこれらの指標を公表し、指標のいずれかが基準を上

回った自治体には、財政の健全化に向けた計画の策定など、さまざまな制約が課せられることに

なります。 

 

 

 

 

 

令和２年度から令和４年度までの決算に基づく財政指標をもとに判断すると、田田子子町町のの財財政政状状

況況はは、、おおおおむむねね健健全全性性をを保保っってていいるるといえます。 

しかし、財政健全化法による早期健全化などの対象にはならないものの、毎年度、歳入の50%

程度を占める地方交付税の変動によっては、健全性を脅かす要素があります。今後も、借入金（町

債）の発行抑制や経常経費の見直しなどにより、引き続き健全な財政運営を進める必要がありま

す。 

 

指  標 

田子町 
政令の規定による 

田子町の適用比率 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 
早期健全化基準 
(イエローカード) 

財政再生基準 

(レッドカード) 

実 質 赤 字 比 率 － % － % － % 15.0%  20.0%  

連結実質赤字比率  － % － % － % 20.0%  30.0%  

実 質 公 債 費 比 率 8.4% 7.1% 5.8% 25.0%  35.0%  

将 来 負 担 比 率 30.3% 16.8% 9.2% 350.0%   

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。 

  

 

財政の健全性を判断するには……

田子町の財政の健全性は？

Ｑ３　町の財政は健全ですか？
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Ｑ３ 町の財政は健全ですか？ 

 

指  標 
田子町水道事業 

経営健全化基準 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 

資 金 不 足 比 率 － % － % － % 20.0% 

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。 

 

 

○○令令和和４４年年度度決決算算のの実実質質収収支支比比率率（（赤赤字字のの場場合合はは実実質質赤赤字字比比率率））  
～～一一般般会会計計等等のの収収支支決決算算ををチチェェッッククししまますす。。数数字字がが大大ききいい方方がが、、よよりり健健全全でですす～～  

                                                  田田子子町町はは  ププララスス33..55%%  

町の人口や面積などに応じ標準的にかかるお金に対して、その年の一般会計等普通会計の決算

により生じた実質収支額（収入から支出を差し引いた額）がどの程度の割合になるかを示す指標

です。 

収支決算が黒字であればプラス、赤字であればマイナスとなり、その年の決算が健全であった

かどうかをチェックすることができます。財政健全化法では、「早期健全化基準」はマイナス

15.0%、「財政再生基準」はマイナス20.0%と定められています。 

田子町は、「プラス3.5％」（前年度プラス10.3％）となっています。なお、県内40市町村

には、赤字決算（実質収支額がマイナス）の市町村はありませんでした。 
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グラフ－15

実質収支比率の近隣町村等比較
「令和４年度 市町村財政概要」より

県内の類似団体

33..55％％

県県内内3300町町村村

全全体体

66..22％％
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グラフ－16

田子町の実質収支額と比率の推移

実質収支額（左目盛）

実質収支比率（右目盛）

 

  

○○令令和和４４年年度度決決算算のの連連結結実実質質収収支支比比率率（（赤赤字字のの場場合合はは連連結結実実質質赤赤字字比比率率））  

～～すすべべててのの会会計計のの収収支支決決算算ををチチェェッッククししまますす。。数数字字がが大大ききいい方方がが、、よよりり健健全全でですす～～  

                                                  田田子子町町はは  ププララスス66..88%%  

町の人口や面積などに応じ標準的にかかるお金に対して、すべての会計の決算により生じた実

質収支額（収入から支出を差し引いた額）がどの程度の割合になるかを示す指標です。 

自治体の会計には、一般的な収支を管理する一般会計のほかに、国民健康保険や上水道などの

事業に関する特別会計があります。これら会計の収支決算を民間企業の「連結決算」と同様に合

計し、チェックするためのものです。「実質収支比率」と同様、連結の収支決算が黒字であれば

プラス、赤字であればマイナスとなります。財政健全化法では、「早期健全化基準」はマイナス

20.0%、「財政再生基準」はマイナス30.0%と定められています。 

Ｑ３ 町の財政は健全ですか？ 



44

資料編
 

 

田子町は、一般会計等の実質収支比率と同様に黒字で、「プラス6.8%」（前年度プラス13.2%）

となっています。なお、県内40市町村には、赤字決算（実質収支額がマイナス）の市町村はあ

りませんでした。 
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グラフ－17

連結実質収支比率の近隣町村等比較
「令和４年度 市町村財政概要」より

県内の類似団体

66..88％％

県県内内3300町町村村全全体体

1122..77％％

一般会計等

1億513万円

特別会計

（企業会計）

4,523万円

特別会計

（事業会計）

5,570万円

グラフ－18

会計別の実質収支額

令和４年度
連結実質収支額

2億606万円

 

 

○○令令和和４４年年度度決決算算のの実実質質公公債債費費比比率率  
～～借借金金負負担担のの程程度度ををチチェェッッククししまますす。。数数字字がが小小ささいい方方がが、、よよりり健健全全でですす～～  

                                                  田田子子町町はは  55..88%%  

町の税金や地方交付税など毎年決まって入ってくるお金（経常的な収入）に対して、借入金（町

債）の返済にあてた経費（公債費）などの割合を示す指標です。一般会計、特別会計などすべて

の会計にわたり計算され、借金返済の負担が多すぎないかチェックすることができます。 

チェックの目安として国が定めた基準により「18.0%」以上になると、新たな借入れ（地方債

の発行）に際し段階的に制約を受けることになります。また、財政健全化法では、「早期健全化

基準」は25.0%、「財政再生基準」は35.0%と定められています。 

田子町は「5.8%」（前年度7.1%）となっています。 
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グラフ－19

実質公債費比率と借入金残高の近隣町村等比較

実質公債費比率（左目盛）

借入金残高（右目盛）

「令和４年度 市町村財政概要」より

県内の

類似団体

5522..88億億円円

県県内内3300町町村村全全体体

99..11％％
55..88％％
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Ｑ３ 町の財政は健全ですか？ 

○○令令和和４４年年度度決決算算のの将将来来負負担担比比率率  

～～将将来来負負担担すすべべきき実実質質的的なな負負債債ををチチェェッッククししまますす。。数数字字がが小小ささいい方方がが、、よよりり健健全全でですす～～  

                                                  田田子子町町はは  99..22%%  

財政健全化法により新しく設けられた指標です。 

まちの人口や面積などに応じ標準的にかかるお金に対して、借入金（町債）や債務負担（長期

契約などにより複数年にわたり支払いの予定があるもの）などのすべての負担額から積立金（基

金）などを引いた金額がどの程度の割合になるかを示す指標です。 

借入金や債務負担には返済が将来発生するという仕組みがあるので、将来、肩代わりする可能

性のある第3セクターの債務なども考慮し、実質的な財政負担全体の状況を数値として表すこと

ができます。財政健全化法では、「早期健全化基準」は350.0%と定められています。 

田子町は、「9.2%」（前年度16.8%）となっています。 
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グラフ－20

将来負担比率と実質将来負担額

将来負担比率（左目盛）

実質将来負担額（右目盛）

「令和４年度 市町村財政概要」より

県内の
類似団体

99..22％％

22..44億億円円
県県内内3300町町村村全全体体

00..00％％

 

  

○○令令和和４４年年度度決決算算のの資資金金不不足足比比率率  
～～公公営営企企業業会会計計のの健健全全度度合合いいををチチェェッッククししまますす。。数数字字がが大大ききいい方方がが、、よよりり健健全全でですす～～  

                                                  田田子子町町はは  不不足足額額ななしし  

財政健全化法により新しく設けられた指標です。 

上水道などの公営企業会計について、実質収支額（収入から支出を差し引いた額）を料金収入

などの事業規模と比較して指標化します。 

「実質収支比率」「連結実質収支比率」と同様、収支決算が黒字であればプラス、赤字であれ

ばマイナスとなります。財政健全化法では、「経営健全化基準」はマイナス20.0%と定められて

います。 

田子町には、上水道事業の公営企業会計がありますが、資金不足額はありません。 
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　○税金、税の各種証明書
　○地籍管理の成果
　○ふるさと納税など

【お問い合わせ】 税務課税務グループ（役場庁舎 2階）☎ 20-7112

　○住民票、戸籍、印鑑登録、各種証明書
　○ごみ、合併処理浄化槽、犬の登録、墓園
　○自治会、コミュニティバスなど

【お問い合わせ】 住民課住民環境グループ（役場庁舎 2階）☎ 20-7113

　○国民健康保険、後期高齢者医療保険、国民年金
　○高齢者福祉（敬老会、老人クラブ助成事業）
　○障害者福祉（介護・訓練施設入所支援、更正医療・精神通院医療支給、障害者手帳交付など）

【お問い合わせ】 住民課福祉グループ（役場庁舎 2階）☎ 20-7119

　○子育て支援（児童手当、保育園入園手続き等、子ども医療費助成、入学祝い金など）
　○定住移住（雇用促進、通勤支援、住宅助成、結婚祝い金など）

【お問い合わせ】 住民課子育て定住移住支援室（役場庁舎 2階）☎ 23-0678

　○生活保護
　○介護保険、高齢者福祉
　○出産、育児
　○健診、予防接種、健康教室など

【お問い合わせ】 地域包括支援課（せせらぎの郷）☎ 20-7100

　○道路、河川、土地利用、除雪、公園
　○町営住宅
　○建築工事届、屋外広告物、大規模開発行為届出など

【お問い合わせ】 建設課建設グループ（役場庁舎 3階）☎ 20-7117

　○上水道（水道使用の開始・中止・廃止、水道の使用者・所有者の変更など）

【お問い合わせ】 建設課水道グループ（役場庁舎 3階）☎ 20-7118

こんなときは？　（役場や緊急時の連絡先）
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　○水田等営農対策
　○家畜防疫、公共牧野
　○民有林伐採届
　○たっこにんにくの生産振興など
　○その他農林業全般に関する振興対策など

【お問い合わせ】 産業振興課１次産業戦略推進グループ（役場庁舎 1階）☎ 20-7115

　○商工業、観光イベントなど

【お問い合わせ】 商工振興課２次３次産業戦略推進グループ（役場庁舎 1階）☎ 20-7114

　○６次産業化の推進
　○農産物流通、農産加工品開発など

【お問い合わせ】 商工振興課６次産業戦略推進グループ（役場庁舎 1階）☎ 23-0153

　○防災、消防
　○人事管理、情報公開

【お問い合わせ】 総務課総務グループ（役場庁舎 2階）☎ 20-7111

　○財政、行政改革
　○公共工事入札参加資格審査申請
　○電算処理・地域情報化など

【お問い合わせ】 総務課財政行革グループ（役場庁舎 2階）☎ 20-7111

　○協働のまちづくり、政策の総合的調整、国際交流、広報・広聴
　○町の総合計画、男女共同参画、統計など

【お問い合わせ】 政策推進課政策推進グループ（役場庁舎 2階）☎ 20-7127

　○生涯学習、余暇活動、スポーツ、文化芸術
　○体育施設、公民館、総合型地域スポーツクラブなど

【お問い合わせ】 教育課スポーツ・社会教育グループ（田子町中央公民館）☎ 20-7070

　○幼稚園、小学校、中学校など

【お問い合わせ】 教育課学務グループ（田子町中央公民館）☎ 20-7072
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　○図書の貸し出し、図書の検索・予約など

【お問い合わせ】 町立図書館　☎ 20-7221

　○農地の権利移動（売買・贈与）、農地の賃貸・あっせん、農地転用
　○農業者年金、経営移譲など

【お問い合わせ】 農業委員会（役場庁舎１階）☎ 20-7120

　○医療、健康診査

【お問い合わせ】 町立田子診療所　☎ 32-3171

　○介護老健施設利用サービス（長期入所・短期入所・通所リハビリテーション）

【お問い合わせ】 老健たっこ　☎ 32-3172

　○訪問看護利用サービス

【お問い合わせ】 訪問看護ステーション（せせらぎの郷 2階）☎ 32-3177

　○出納室	 ☎ 20-7122	 ○田子幼稚園	 ☎ 32-2340
　○学校給食センター	 ☎ 32-2277	 ○選挙管理委員会	 ☎ 20-7111
　○議会事務局・監査委員	 ☎ 20-7121
　○ケーブルテレビ・プラザ	 ☎ 20-7229

【緊急時の連絡先】

官公庁
田子町役場 ☎ 0179-32-3111
三八地域県民局地域整備部（河川等） ☎ 0178-27-5111

警察（110 番）
三戸警察署 ☎ 0179-22-1135
田子駐在所 ☎ 0179-32-3109

消防・救急（119 番）
八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部 ☎ 0178-44-2131
三戸消防署 ☎ 0179-22-1140
三戸消防署田子分署 ☎ 0179-32-3104

病院
田子診療所 ☎ 0179-32-3171
三戸中央病院 ☎ 0179-20-1131

ライフライン
（電話・電気・水道）

NTT 東日本青森 ☎ 0178-45-4270
東北電力八戸営業所 ☎ 0178-43-5612
田子町役場建設課 ☎ 0179-20-7117


